
芝し
ば

井い 
敬け

い

司じ

関
西
大
学
　
学
長

　

楠
見
晴
重
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

10
月
１
日
付
で
芝
井
敬
司
文
学
部
教
授
が

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

芝
井
新
学
長
は
１
９
５
６
年
大
阪
府
生

ま
れ
。
１
９
７
８
年
京
都
大
学
文
学
部
史

学
科
（
西
洋
史
）
卒
業
、
１
９
８
１
年
同

大
学
院
中
退
。
博
士
（
文
学
）。
京
都
大
学

助
手
を
経
て
、
１
９
８
４
年
に
専
任
講
師

と
し
て
関
西
大
学
に
着
任
、
助
教
授
を
経

て
、
１
９
９
４
年
に
教
授
。
学
部
長
、
副

学
長
、
法
人
常
任
理
事
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
た
。
学
外
で
は
、
公
益
財
団
法
人
高

槻
市
文
化
振
興
事
業
団
評
議
員
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
大
学
教
育
再
生

加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
専
門
委
員
を
務

め
た
。

　

専
門
は
、
西
洋
史
。
数
量
歴
史
学
の
歴

史
研
究
方
法
に
関
心
を
寄
せ
、
い
ち
早
く

そ
の
動
向
を
わ
が
国
に
紹
介
し
、
注
目
さ

れ
た
。
ま
た
18
世
紀
啓
蒙
史
学
に
近
代
歴

史
学
の
源
流
を
求
め
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

や
エ
ド
ワ
ー
ド・

ギ
ボ
ン
に
関
す
る
研
究

で
業
績
を
重
ね
た
。
主
な
著
書
と
し
て
『
新

し
い
史
学
概
論
』（
共
著
、松
籟
社
、１
９
９

１
年
、
同
新
版
、
昭
和
堂
、
２
０
０
２
年
）。

　

関
西
大
学
は
、
本
年
で
創
立
１
３
０
年

を
迎
え
た
。
新
学
長
は
、
歴
史
あ
る
関
西

大
学
を
大
き
く
変
革
し
、
燃
え
さ
か
る
「
知

の
た
い
ま
つ
」
を
後
に
続
く
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、「
研
究
と
教
育
」
の
面
で
内

的
充
実
を
は
か
る
一
方
、「
社
会
連
携
と
国

際
活
動
」
を
通
じ
て
社
会
、
地
域
、
国
際

舞
台
と
い
っ
た
大
学
の
外
の
世
界
と
関
西

大
学
と
の
つ
な
が
り
を
、
太
く
し
っ
か
り

と
築
き
上
げ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

佐さ

々さ

木き 

重し
げ

人と
専
修
大
学
　
学
長

　

２
０
１
６
年
９
月
１
日
付
で
、
佐
々
木

重
人
商
学
部
教
授
が
第
17
代
学
長
に
就
任

し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

佐
々
木
新
学
長
は
１
９
５
５
年
東
京
都

生
ま
れ
。
１
９
７
８
年
専
修
大
学
商
学
部

会
計
学
科
卒
業
、
１
９
８
３
年
同
大
学
院

商
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
。
同
年
専
修
大
学
商
学
部
助
手
に

就
任
、
助
教
授
を
経
て
、
１
９
９
５
年
か

ら
商
学
部
教
授
。
２
０
１
３
～
２
０
１
６

年
に
商
学
部
長
を
務
め
た
。

　

専
門
は
会
計
史
。
主
な
著
書
と
し
て
『
近

代
イ
ギ
リ
ス
鉄
道
会
計
史

―
ロ
ン
ド
ン・

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
会
社
を
中
心 

に

―
』（
国
元
書
房
、
２
０
１
０
）、共
著

と
し
て『
体
系
現
代
会
計
学
第
５
巻　

企
業

会
計
と
法
制
度
』（
中
央
経
済
社
、
２
０
１

１
）、『
歴
史
か
ら
見
る
公
正
価
値
会
計

―

会
計
の
根
源
的
な
役
割
を
問
う

―
』（
森

山
書
店
、
２
０
１
３
）
な
ど
が
あ
る
。

　

専
修
大
学
が
２
０
２
０
年
に
創
立
１
４

０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」
の
下
、
積

極
的
に
教
育
改
革
や
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
は
、
靖
国
通
り
沿
い
新
校
地

の
新
校
舎
の
建
設
、
国
際
系
新
学
部
の
創

設
、
商
学
部
の
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の

移
転
を
控
え
て
お
り
、
新
学
長
は
さ
っ
そ

く
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
る
。「
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
耳
を

傾
け
、
具
体
化
で
き
る
も
の
か
ら
着
手
し
、

目
に
見
え
る
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
語
る
新
学
長
の
手
腕
に
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

関
西
大
学

新
学
長
紹
介

専
修
大
学
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お申し込みはこちら
※またはＷＥＢで「私大フォーラム」と検索ください。

日本私立大学連盟では、当法人の活動、私立大学の教育
研究、管理運営などにかかるさまざまな情報および国の
高等教育政策にかかる動向などの社会への発信ととも
に、情報共有の推進を主目的として、今年度も「私立大
学フォーラム（全４回）」を開催します。

教育の明日を探る

第４回（福岡）　12月10日（土）13:00　福岡大学
大学入試 ～私立大学の改革～

※無料、定員予約制（200名）
意見発表 沖　　清豪氏　早稲田大学入試開発オフィス長、文学学術院教授

伊東　辰彦氏　国際基督教大学教養学部長
黒瀨　秀樹氏　福岡大学副学長

コーディネータ 松本　亮三氏　東海大学観光学部教授

岩い
わ

崎さ
き 

恭や
す

典の
り四

日
市
大
学
　
学
長

　

本
年
４
月
に
急
逝
し
た
前
学
校
法
人
暁

学
園
理
事
長・

宗
村
南
男
の
後
任
と
し
て
、

９
月
１
日
付
で
岩
崎
恭
典
副
学
長
が
第
３

代
学
長
に
就
任
し
た
。
学
校
法
人
暁
学
園

理
事
お
よ
び
評
議
員
を
兼
ね
る
。

　

岩
崎
恭
典
新
学
長
は
１
９
５
６
年
京
都

府
宇
治
市
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院

を
修
了
後
、
中
央
学
院
大
学
法
学
部
助
教

授
を
経
て
、
２
０
０
１
年
か
ら
四
日
市
大

学
総
合
政
策
学
部
教
授
。
同
学
科
長
、
教

学
部
長
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
長
、

情
報
セ
ン
タ
ー
館
長
を
歴
任
し
、
２
０
１

３
年
か
ら
副
学
長
。
２
０
１
４
年
度
に
は
、

文
部
科
学
省
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」
の
採
択
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。

　

専
門
は
地
方
自
治
制
度
、
市
民
参
加
論
、

住
民
団
体
論
で
、
総
務
省
の
「
地
域
経
営

の
達
人
」、
三
重
県
教
育
委
員
長
、
県
内
外

の
自
治
体・

行
政
関
係
な
ど
の
委
員
を
歴

任
し
て
い
る
。
主
な
著
書
に
『
市
町
村
合

併
後
の
自
治
体
の
あ
り
方
』
な
ど
が
あ
る
。

　

四
日
市
大
学
の
建
学
の
精
神
「
人
間
た

れ
」
に
基
づ
い
て
、
岩
崎
新
学
長
は
「
地

域
を
教
室
に
、
地
域
か
ら
学
ぶ
」
を
実
践

す
る
地
域
志
向
教
育
を
メ
イ
ン
に
据
え
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
、
学
生
の
成
長
を

測
る
成
長
ス
ケ
ー
ル
の
導
入
を
推
進
し
て

い
る
。
２
０
１
６
年
の
学
園
創
立
70
周
年

か
ら
２
０
１
８
年
の
大
学
創
立
30
周
年
に

向
け
て
地
域
貢
献
型・

地
域
密
着
型
大
学

と
し
て
の
特
色
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
、

三
重
県
北
勢
地
域
に
お
け
る
地
方
創
生
の

先
頭
に
立
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
学
長
紹
介

四
日
市
大
学
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平ひ
ら

川か
わ

　
新あ

ら
た

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
。
’81
東
北
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
門
は
日

本
近
世
史
。東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

同
災
害
科
学
国
際
研
究
所
長
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。

大お
お

日ひ

向な
た

雅ま
さ

美み

恵
泉
女
学
園
大
学
学
長
。
お
茶
の
水

女
子
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
東
京
都
立
大
学

大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。
学
術
博
士
。
’16
か
ら

現
職
。

薮や
ぶ
田た

　
洋ひ

ろ
し

青
山
学
院
大
学 

進
路・
就
職
部 

部
長
。

難な
ん

波ば

祐ゆ

美み

特
定
非
営
利
活
動
法
人
南
大
阪
地
域
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
’05
同
志

社
大
学
文
学
部
卒
。
文
部
科
学
省
戦
略
的
大
学
連
携

支
援
事
業
支
援
員
を
経
て
、
’11
か
ら
現
職
。

磯い
そ
野の

彰あ
き
彦ひ

こ

昭
和
女
子
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

長
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
特
命
教
授
。
’78
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
。
毎
日
新
聞

社
に
33
年
間
勤
務
後
、
’13
か
ら
現
職
。

栗く
り

林ば
や
し

野の

一い
ち

東
北
学
院
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

課
長
。

音お
と

　
好よ

し

宏ひ
ろ

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
、
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著
『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の

現
代
的
展
開
』
ほ
か
。

内う
ち

田だ

　
樹た

つ
る

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
東
京
大

学
文
学
部
仏
文
科
卒
。
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
門
は
フ
ラ
ン
ス
現

代
思
想
。
主
著
『
日
本
辺
境
論
』
な
ど
。

三み

宅や
け

威た
け

仁ひ
と

同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
。
’94
シ
カ
ゴ

大
学
大
学
院
社
会
学
部Ph. D

.

課
程
単
位
取
得
退

学
。
’94
同
志
社
大
学
入
社
。
’08
か
ら
現
職
。

角つ
の

田だ

泰た
い

隆り
ゅ
う

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授
。
博
士
（
文

学
）。
’13
か
ら
禅
学
科
主
任
。
主
著
『
道
元
禅
師
の
思

想
的
研
究
』
な
ど
。

林は
や
し

田だ

康こ
う

順じ
ゅ
ん

大
正
大
学
仏
教
学
部
長
、
教
授
。
’94
大

正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
修
得
。

専
門
は
浄
土
宗
学
。「『
選
択
集
』
の
構
造
」
ほ
か
、

著
書・

論
文
多
数
。

寺て
ら

尾お

英え
い

智ち

立
正
大
学
仏
教
学
部
長
、
教
授
。
立
正

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。

博
士
（
文
学
）。
身
延
山
大
学
を
経
て
、
’13
か
ら
現

職
。
主
著
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
』。

土ど

井い

健け
ん

司じ

関
西
学
院
大
学
神
学
部
長
。
’92
京
都
大

学
文
学
部
文
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
。
博
士
（
文

学
）、
博
士
（
神
学
）。
主
著
『
救
貧
看
護
と
フ
ィ
ラ

ン
ス
ロ
ピ
ア
』（
創
文
社
）
な
ど
。

野の

尻じ
り

俊と
し

明あ
き

日
通
学
園
理
事
長
。
’73
流
通
経
済
大
学

経
済
学
部
卒
。
’79
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
課
程
満
期
退
学
。
㈱
日
通
総
合
研
究
所
入
社
後
、
’89

か
ら
流
通
経
済
大
学
教
授
、’15
大
学
長
、’16
か
ら
現
職
。

川か
わ

村む
ら

　
孝た

か
し

（
公
社
）全
国
大
学
保
健
管
理
協
会
代
表

理
事
。
京
都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構
附
属
健
康
科

学
セ
ン
タ
ー
長
、
教
授
。
’80
名
古
屋
大
学
医
学
部
卒
。

医
学
博
士
。
主
著
『
臨
床
研
究
の
教
科
書
』。

井い
の

上う
え

則の
り

子こ

津
田
塾
大
学
国
際
関
係
学
科
教
授
、
同

大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス・

セ
ン
タ
ー
長
。
東
京
学
芸
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
後
、
津
田
塾

大
学
で
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
研
究・

教
育
に
従
事
。

清し

水み
ず

　
芳か

お
り

北
里
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー・

北
里

大
学
病
院
看
護
部
看
護
係
長
、
保
健
師
。
北
里
大
学

看
護
学
部
卒
。
北
里
大
学
病
院
に
入
職
し
、
’13
か
ら

現
職
。

岡お
か

原は
ら

宏こ
う

一い
ち

公
認
会
計
士
、
税
理
士
。
日
本
私
立
大

学
連
盟
税
務
顧
問
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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直な
お

井い

和か
ず

久ひ
さ

日
本
大
学
理
工
学
部
専
任
講
師
。
’02
日

本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
’13
博
士
（
工
学
）。
’14
か
ら
現
職
。

後ご

藤と
う

康や
す

浩ひ
ろ

亜
細
亜
大
学
都
市
創
造
学
部
教
授
。
早

稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
、
豪
ボ
ン
ド
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
取

得
。
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
、
編
集
委
員
、
ア

ジ
ア
部
長
な
ど
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

針は
り
本も

と
正ま

さ
行ゆ

き

國
學
院
大
學
副
学
長
、
文
学
部
教
授
。
’79

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。
博
士
（
文
学
）。
’11
か
ら
現
職
。
主
著

『
平
安
女
流
文
学
の
研
究
』
な
ど
。

平ひ
ら

山や
ま

喜よ
し

雄お

法
政
大
学
学
務
部
次
長
。
’86
法
政
大
学

法
学
部
法
律
学
科
卒
。
’87
法
政
大
学
入
職
、
学
務
部
、

総
務
部
な
ど
を
担
当
し
、
付
属
校
事
務
長
、
学
務
部

教
育
支
援
課
長
を
経
て
、
’16
４
月
か
ら
現
職
。

山や
ま

口ぐ
ち

輝て
る

幸ゆ
き

國
學
院
大
學
大
学
Ｉ
Ｒ
推
進
連
絡
協
議

会
責
任
者
（
教
学
事
務
部
大
学
院
担
当
次
長
）。
’88
國

學
院
大
學
卒
。
大
学
行
政
管
理
学
会
事
務
局
長
な
ど

を
歴
任
。

原は
ら

　
正ま

さ
福よ

し

学
校
法
人
立
教
学
院
人
事
部
人
事
課
。
’99

立
教
大
学
社
会
学
部
卒
。
住
友
銀
行
（
当
時
）、
パ
ソ

ナ
キ
ャ
レ
ン
ト
（
当
時
）
を
経
て
、
’04
立
教
学
院
入

職
。
’12
か
ら
現
職
。

渡わ
た

辺な
べ

美み

和わ

子こ

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
卒
。
企

業
勤
務
等
の
の
ち
結
婚
退
社
。
１
９
９
５
年
に
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
。
日
本
で
も
数
少
な
い
、
地
球

儀
製
造
メ
ー
カ
ー
の
４
代
目
社
長
、
後
に
会
長
と
し

て
、
教
材
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

地
球
儀
の
数
々
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
大
学
や

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
者
と
も
、
常
に
情
報
交
換
を
欠
か

さ
な
い
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
９
月
13
日
㈫

第
５
回
常
務
理
事
会
、
第
７
回
理
事
会
に 

出
席

●
９
月
15
日
㈭・
28
日
㈬・

29
日
㈭

平
成
29
年
度
税
制
改
正
（
受
託
研
究
の
非
課

税
化
）
に
つ
い
て
国
会
議
員
に
要
望

●
９
月
27
日
㈫

与
党・

新
文
部
科
学
部
会
長
に
平
成
29
年
度

の
私
立
大
学
予
算・

税
制
改
正
を
要
望

●
10
月
４
日
㈫

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会 

役
員
会
に
出
席

●
10
月
18
日
㈫

第
６
回
常
務
理
事
会
、
第
８
回
理
事
会
に 

出
席

●
10
月
25
日
㈫

主
要
国
会
議
員
に
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
拡
充
の
「
緊
急
要
望
」
を
陳
情

●
10
月
26
日
㈬

文
部
科
学
大
臣
お
よ
び
自
民
党
文
部
科
学
部

会
長
に
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
拡
充

の
「
緊
急
要
望
」
を
陳
情

●
10
月
28
日
㈮

自
民
党
文
部
科
学
部
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席

平
成
28
年
秋
の
叙
勲・

褒
章

�

（
連
盟
事
業
関
係
者
）

〈
叙
勲
〉

瑞
宝
中
綬
章

　

大
森　

健
一
（
獨
協
医
科
大
学
名
誉
教
授
、元
学
長
）

　

加
藤　

諦
三
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

　

島
田　

眞
久
（
大
阪
医
科
大
学
名
誉
教
授
、元
学
長
）

　

戸
田　

善
久
（
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

瑞
宝
小
綬
章

　

田　

武
良
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

〈
褒
章
〉

紫
綬
褒
章

　

樋
口　

美
雄
（
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）

開
催
報
告

◉
９
月
５
日
㈪

「
理
事
長
会
議
」
開
催

　
「
改
正
学
校
教
育
法
施
行
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

―
理
事
長
、
学
長
及
び

設
置
学
校
長
の
職
務
と
権
限

―
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
。
63
法
人
84
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
９
月
16
日
㈮

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第
１
回
）」

開
催

　
「
平
成
29
年
度
文
部
科
学
省
概
算
要
求
」
お
よ

び
「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
再
生

の
戦
略
的
推
進
」、
さ
ら
に
、
創
設
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
や
、
新
た

な
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
な
ど
の
「
国

の
奨
学
金
制
度
の
動
向
」
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
担
当
者
か
ら
報
告
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
89
大
学
２
９
５
人
で
し
た
。

　

説
明
会
後
、
設
置
さ
れ
た
個
別
質
問
ブ
ー
ス

で
は
、
各
大
学
か
ら
の
質
問
に
文
部
科
学
省
担

当
者
が
対
応
し
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

私
大
連
盟 

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　

公
式Facebook

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
次
号
『
大
学
時
報
』
の
進
捗
報
告
な
ど

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
６
年

９
月
▼
10
月

私大連盟「国の補助金等に関する説明会」

連盟ニュース
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第369号

第368号

第370号

第367号

（2016年7月発行）

（2016年5月発行）

（2016年9月発行）

（2016年3月発行）

【特集】

選挙と大学

【特集】

高等教育は持続可能なのか

【特集】

大学における障害者差別解消に
向けた取り組み

【特集】

少人数教育の効果と課題

奇数月20日（年6回）刊行

【座談会】
「医師」を育てるとは
―医学部教育の現在

【小特集】
大学改革と SD 義務化

【インタビュー】
高橋 尚子氏（スポーツキャ
スター・マラソン解説者）

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第344号（2012年5月発行）から
　�詳細は
　http://www.shidairen.or.jp/activities/daigakujihou

【座談会】
「入試改革」のこれまで
と、これから

【小特集】
教職員の心の健康

【インタビュー】
森田 隼人氏（シャボン玉石
けん株式会社 代表取締役社
長）

【座談会】
大学は発達障害をどう受
け入れるのか

【小特集】
大学の I R 活動における
取り組み

【インタビュー】
杉本 健爾氏（書道家・美
文字トレーナー）

【座談会】
大学図書館は これから 
どうなるのか？

【インタビュー】
野村 忠宏氏（柔道家）

UNIVERSITY  CURRENT  REVIEW

3
6
9
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

選
挙
と
大
学

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年7月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

大学職員も教育者であれ。（追手門学院大学 アサーティブプログラム）

No.369

2016

隔月刊

7

特集　選挙と大学
座談会　「医師」を育てるとは―医学部教育の現在
小特集　大学改革とＳＤ義務化
わが大学史の一場面　東洋学園大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　順天堂大学／桃山学院大学／立命館大学
クローズアップ・インタビュー
スポーツキャスター・マラソン解説者 高橋 尚子さん

3
6
8
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

高
等
教
育
は
持
続
可
能
な
の
か

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年5月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

東日本大震災の仮設住宅で暮らす被災者を対象に栄養教育をする学生（仙台白百合女子大学）

No.368

2016

隔月刊

5

特集　高等教育は持続可能なのか
座談会　「入試改革」のこれまでと、これから
小特集　教職員の心の健康
わが大学史の一場面　阪南大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　日本大学／西南学院大学／昭和女子大学
クローズアップ・インタビュー
シャボン玉石けん株式会社 代表取締役社長 森田 隼人さん

3
7
0
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年9月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

約１年間の留学を終えて帰国した国際教養学科３年次生による留学報告会（同志社女子大学）

No.370

2016

隔月刊

9

特集　大学における障害者差別解消に向けた取り組み
座談会　大学は発達障害をどう受け入れるのか
小特集　大学の IR活動における取り組み
明日への試み　姫路獨協大学
わが大学史の一場面　関東学院大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　京都橘大学／明治大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー　書道家・美文字トレーナー 杉本健爾さん

3
6
7
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

少
人
数
教
育
の
効
果
と
課
題

ISSN 0288-1748　2016（平成28）年3月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

教養を磨き、心優しく、共に未来を拓く力を（共立女子大学）

No.367

2016

隔月刊

3

特集 少人数教育の効果と課題
座談会　大学図書館はこれからどうなるのか？
わが大学史の一場面　立正大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　法政大学／関西大学／慶應義塾大学
クローズアップ・インタビュー　柔道家 野村忠宏さん
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◆
日
本
の
私
立
大
学
の
う
ち
、
仏

教
系
、
神
道
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系

の
大
学
を
合
わ
せ
る
と
１
２
０
校

程
度
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。
８
０

０
校
弱
の
大
学
全
体
か
ら
す
る
と

少
数
派
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
回
は
そ
の
中
で
も
学
部・

学
科

を
持
っ
て
い
る
４
大
学
と
、
神
戸

女
学
院
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
内

田
樹
氏
、
同
志
社
大
学
神
学
部
教

授
の
三
宅
威
仁
氏
に
ご
執
筆
い
た

だ
い
た
。

　

今
回
の
企
画
の
問
題
意
識
と
し

て
は
、
宗
教
系
学
部・

学
科
の
学

生
の
う
ち
、
僧
職・

神
職・

聖
職

者
に
な
ら
な
い
学
生
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
記

述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、
取
り
上
げ
に
く
い
話
題
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
新
た
な
発
見
も
あ
っ

た
。
宗
教
系
学
部・

学
科
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
、
そ
の
大
学
の
人
材

育
成
と
人
格
形
成
の
根
本
に
貢
献

す
る
も
の
で
あ
り
、
宗
教
系
学 

部・

学
科
は
人
間
の
成
熟
と
大
学

の
存
在
意
義
の
両
方
を
見
つ
め
直

す
部
門
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
図
ら
ず
も
三
宅
氏

と
内
田
氏
の
原
稿
の
最
後
で
、
人

間
が
宗
教
を
通
し
て
ど
う
生
き
て

い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い

た
の
は
、
こ
れ
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

神
戸
女

学
院
大
学
図
書
館
課
長
補
佐　

宇

高 

泰
輔
）

◆
小
学
校
か
ら
中
学・

高
校
に
進

む
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
「
保
健
室
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て
い
く
気
が

す
る
。
そ
し
て
大
学
の
そ
れ
は
、

多
く
の
学
生・

教
員
に
と
っ
て
ほ

と
ん
ど
縁
遠
い
存
在
と
は
言
え
な

い
か
。

　

一
方
、
大
学
教
育
に
お
い
て
、

日
常
的
な
学
生
の
健
康
管
理
は
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ

「
百
円
朝
食
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
積
極
的
に
実
施

さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
発
達

障
害
、
と
り
わ
け
本
人
や
家
族
に

そ
の
認
識
が
な
い
者
へ
の
対
応
な

ど
、
組
織
と
し
て
も
個
々
の
教
員

に
と
っ
て
も
難
し
い
支
援
が
必
要

と
さ
れ
る
例
が
増
え
て
き
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
伝
統
的
で
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
業
務
と
し
て
は
、
定
期
検
診

の
実
施
や
急
病
者
へ
の
応
急
手
当

て
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
広
範
な
領
域
に
、
旧

来
の
保
健
室
と
と
も
に
、
学
生
相

談
室
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業

務
な
ど
も
含
め
て
ど
う
対
応
す
べ

き
な
の
か
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る

大
学
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。
業
態
や
規
模
が
異
な
っ
て 

も
、
大
学
教
育
の
基
本
で
あ
る
心

身
の
〈
健
康
〉
の
た
め
に
、
課
題

解
決
の
糸
口
を
先
行
事
例
か
ら
見

つ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。（
広

報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）

委
員・

専
修
大
学
文
学
部
教
授　

山
田 

健
太
）

◆
座
談
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。
当
初

は
単
位
化
が
参
加
学
生
増
加
の
き

か
っ
け
と
な
っ
た
が
、
今
で
は
学

生
が
自
ら
公
募
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
申
し
込
む
ケ
ー
ス
が
増

え
、
実
態
把
握
が
難
し
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
な
か
、今
一
度
、大
学
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意

義
を
確
認
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
渡
辺
教
具

製
作
所
会
長
の
渡
辺
美
和
子
さ
ん
。

シ
ェ
ア
、
品
質
と
も
に
国
内
ト
ッ

プ
の
地
球
儀
メ
ー
カ
ー
の
経
営
者

と
し
て
「
単
に
売
れ
る
か
ら
作
る

の
で
は
な
く
、
宇
宙
を
知
り
た
い

と
い
う
人
々
に
見
応
え
の
あ
る
も

の
を
提
供
す
る
」
と
い
う
も
の
づ

く
り
に
対
す
る
思
い
や
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話
は
戻
る
が
、
大
学
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
こ
う
し
た
企

業
の
現
場
で
働
く
人
々
の
、
仕
事

へ
の
向
き
合
い
方
を
感
じ
取
る
機

会
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局　

権
藤 

和
代
）

次号
（1月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「大学におけるスポーツ系学生へのケアやサポート」
特　集	「東日本大震災被災地と大学との連携再考」
小特集	「大学職員　社会人採用の今」
表紙 ・大学点描 大阪薬科大学　　だいがくのたから 学習院女子大学
クローズアップインタビュー：
	 「田山寛豪さん（オリンピック トライアスロン日本代表選手、流通経済大学職員）」

編
集
後
記
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2016
11月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター入試課長）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
奥　村　信　幸（武蔵大学社会学部教授）
三　浦　英　俊（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
片　岡　達　彦（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　　　勉（早稲田大学広報室副室長）
齋　藤　　　淳（日本私立大学連盟事務局）
権　藤　和　代（日本私立大学連盟事務局）
阿　部　淑　恵（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（122大学　平成28年11月20日現在）

第65巻371号（通巻385号）
平成28年11月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。



西暦年 2016 第65巻～号 371
平成 28 通巻 385
月号 11

3
7
1
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

宗
教
系
学
部
・
学
科
の
現
在
と
意
義


	10-1141／新会員等紹介
	10-1161／略歴
	10-1171／連盟ニュース
	10-1172／バックナンバー紹介
	10-8001／次号予告・編集後記
	10-9000／表３・４



